
令和７年度大阪府アレルギー疾患対策連絡会議（概要）

１　日時　　令和８年３月1０日（月）１８時３０分～

２　場所　　大阪府庁本館５階 正庁の間

３　議題・報告事項

・議題
（１）取組の方向性(資料１)
（２）正しい知識の普及啓発に関する取組(資料２)
（３）医療体制の確保に関する取組(資料３)

・事務局方向
次年度の取組予定など(資料４)
　　 
議事に先立ち、互選により東田委員を会長に選出。
東田委員により議事進行。


４　委員からの意見要旨

1 議題(1)並びに（2）について

【意見要旨】
○広報について、患者さんは興味を持ってはいると思うが、効果をあげるためには予算も必要。大阪府としてはどのように考えているか。
⇒(事務局)更なる予算の獲得は容易ではない状況。現在実施している広報の効果も確認しながら、使用出来る広報媒体を模索するなど、広報の取組を進めてまいる。
○広報について、アスマイル（府が運営するアプリ）を活用して広報してはどうか？
⇒(事務局)他事業では活用例がある。アレルギー疾患対策の取組でも活用を検討する。
○４拠点病院の事業に係る広報の状況を集約、共有して、集客の方法を考えていくと良いのではないか。
　インセンティブとして研修修了書のようなものを出しても良いのではないか。
○府直営の研修会の広報と同様に、拠点病院への委託事業についても、各職能団体へ協力を求めても良いのではないか。
　メディアの活用なども検討出来ると良いのではないか。
⇒（事務局）委託料の範囲でどこまでできるということも含めて検討する。また、メ
ディアの活用や公民連携については、実現は容易ではないが、可能性
探っている。
○医師に限らずコメディカルの専門資格保持者との連携も重要
○学会等に府事業の案内を置いてもらえるなら、そのようにした方がよい。





2 議題(3)について

　　　　【意見要旨】
○地域の特殊性はそれほど大きくないはず。他府県の好事例を吸い上げられるとよいと思うが、手立てはあるか？
　⇒(事務局)国が都道府県に対してアンケートを実施しており、その取りまとめられた
内容について確認しているが、今のところ、模倣すべき取組を発見出来ていない。
○府として積極的に情報収集して、この会議のような場で、施策を提案するような形になると良いのではないか。
○他の都道府県の取組を確認するアンケートを府として実施すれば良いのではないか。
　⇒(事務局)国にも確認しながら、実施可能性を検討する。
○府が主催する「連携推進のための勉強会」について、当該勉強会をどこで知ったかについて確認されているか？
　⇒(事務局)出来ていない。確認すべきであるため、事後アンケートの項目に含めるようにしたい。実態としては、各職能団体やアレルギー協会の協力によるところが大きいと認識
　　　　〇アレルギー疾患の中でもとくに、アレルギー性鼻炎はコモンディジーズであるが、受診へのハードルが高い一方で、困って受診された際に医療機関の側がそれに応える治療が出来ないこともある。勉強会の参加状況を見ると看護師や薬剤師の参加が少ない。患者の中には点鼻薬を処方されても使用されない方もいるので、薬局等で一言助言頂けるような形になっていくと良いのではないか。
　　　
        

3 事務局報告について
【委員意見なし】
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